
出展技術の分類

技術名称 設計図面照査DXアプリ　TERNO 担当部署 構造・橋梁部

NETIS登録番号 - 担当者 阿部　雅史

社名等 八千代エンジニヤリング（株） 電話番号 090-5773-2414

技術の概要

３．技術の効果

①定量的効果（劇的な工数削減）：図面1枚あたりの総作業時間を従来の65分から22分へと短縮（約66%
の工数削減）します。
②定性的効果（品質の標準化とヒューマンエラーの排除）：人間の集中力や経験値に依存していた確認
作業をAIがアシストするため、修正漏れや見落としなどのヒューマンエラーを理論上ゼロにします。
③導入ハードルの撤廃（高い定着率）：技術者に従来の作業スタイル（紙＋赤ペン、使い慣れた
DocuWorksなど）の継続を許容するため、組織内への高速なDX浸透を可能にします。

４．技術の適用範囲

本技術は、図面の「版数管理（リビジョン管理）」と「修正指示の整合性確認」が発生する以下の分野・業
務に広く適用可能です。
①建設・土木・設備業界：意匠図、構造図、設備図、施工図などの各設計ステージにおける設計図書照
査、および施工主・施工会社間の図面修正確認業務。
②製造業（機械・プラント・部品設計）：製品設計図面、部品図、プラント配管図（P&ID）等の検図フロー、お
よび仕様変更に伴う新旧図面の改訂管理業務。
③各種エンジニアリング業務：官公庁等への提出書類（図面成果品）の適合性チェック

２．技術の内容

５．活用実績

社内の道路・鉄道に関する全業務の照査に適用しております。

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

図面の赤書きと修正結果を突き合わせる照査業務は品質担保の
生命線ですが、緻密な目視確認が技術者の大きな負担となってい
ます。そこで、熟練技術者が培ってきたアナログな思考スピードや
直感を犠牲にせず、最もミスが起きやすく重労働な「再チェック」と
「履歴作成」のフェーズだけをピンポイントでAI化・自動化する、現
場ファーストのハイブリッド型DXソリューションの必要性から本技
術の開発に至りました。

本技術は、既存の多様なワークフロー（アナログ・デジタル）を柔軟に内包し、AIによる高度な画像解析を
用いて照査フローを自動化するシステムです。主たる技術要素は以下の通りです。
①ハイブリッド・データインプット機能：TERNO画面上での直接入力に加え、紙に手書きした図面をスキャ
ンしたデジタルデータ（PDF/画像）を直接取り込む技術。
②2分割画面UIとAI差分抽出エンジン：画面を左右に2分割し、左側に「取り込んだ赤チェック（指示）図
面」、右側に「修正された新しい図面」を並列表示。同時に、AI差分抽出エンジンが新旧図面の「変更・未
変更」の差異をミリ単位で自動抽出し、画面上にハイライト表示する技術。
③照査履歴の自動生成機能：取り込まれた指示データとAIが抽出した差分結果をシステム内で突合し、
従来は手動で行っていたエクセル等への「照査履歴書」の作成を、ワンクリックで自動出力・レポート化す
る技術。
⇒　https://www.yachiyo-eng.co.jp/terno/

１．技術開発の背景及び契機
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導入効果：

https://www.yachiyo-eng.co.jp/terno/


６．写真・図・表

AI差分抽出による図面照査

（図面100枚を10秒で照査）

レビューリスト閲覧機能
（照査履歴確認）


